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つ
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っ
て

つ
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昨
年
、
連
合
部
落
町
内
会
か
ら
要
請
を
侵
け
て
第
l
回
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
報
告
会
が
今
年
も
昨
年
同
様
に

川
月
川
田
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
催
さ
れ
、
百
人
あ
ま
り
が
傍
聴
、
吾
職
員
の
抱
負
や
機
会
経
過
に
つ
い
て
、

賭
問
題
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
出
席
機
員
は
、
村
本
、
渡
辺
、
谷
田
、
笹
森
、
本
田
、
徳
田
、
田
中
、
荒
井
職
員
の

8
名
で
す
。

開
会
に
先
だ
ち
、
大
倉
連
合
部
落
町
内
会
長
か
ら
、
こ
の
開
催
経
総
に
つ
い
て
「
幻
年
に
連
合
部
落
町
内
会
長

会
織
の
披
題
と
な
り
、
町
識
と
町
民
と
の
関
連
に
つ
い
て
話
題
に
な
っ
た
。

議
員
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
庁
判
明
し
な
い
ニ
と
か
ら
、
相
談
し
た
結
果
、
報
告
会
を
開
催
し
て
は
と
の

結
論
に
達
し
、
お
願
い
し
た
も
の
で
す
。
今
後
に
お
い
て
も
場
所
を
変
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
良
い
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
行
き
た
い
。有
意
義
に
聞
い
て
ほ
し
い
U

と
あ
い
さ
つ
。
吾
議
員
持
ち
時
間
応
分
で
登
喧
し
ま
し
た
。

税
も
見
直
し
を
と
一一口っ

て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
経
済
浮
協
は
盃
縦
で

あ
る
が
足
も
と
を
凡
つ
め
て
行
く
の

が
政
治
家
的
課
剛
胆
で
あ
る
。

コ
ロ
ソ
ケ
工
場
「
刑
弁
口
町
」
で
日

名
が
働
い
て
い
る
。

一
ツ
の
足
が
か

り
と
な
っ
て
前
性
化
に
な
れ
ば
と
取

り
組
ん
だ
。
農
業
の
落
ち
込
み
は
、

U
4
産
振
興
、
肉
用
牛
肉
導
入
を
図
り
、

地
力
の
地
進
を
し
て
い
る
が
生
産
は

あ
が
ら
な
い
。
有
部
農
家
の
育
成
に

よ
っ
て
の
仲
率
は
.

5
分
の

1
程
度

で
あ
る
。

州
民
家
も

一
時
は
.
1
7
0
0
戸
あ

ま
り
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
6
7
0

戸
に
減
少
し
て
い
る
。
有
慮
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
内
認

パ

ー
セ
ン
ト
が
後
継
者
が
い
な
い
こ
と

で
あ
る
@
離
股
な
ど
で
腕
種
が
変
化

し
て
い
る
。

雌
股
に
よ
る
民
い
手
の
な
い
放
棄

農
地
は
説
れ
が
管
理
す
る
の
か
。

問
に
は
備
荒
資
金
9
億
が
あ
る
。

こ
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

大
き
な
課
題
に
つ
い
て
は
、
サ
ミ
ッ

ト
の
附
似
が
必
要
だ
。
今
金
の
有
徹

者
の
会
時
酬
を
も
ち
「
ど
う
す
れ
ば
良

い
か
を
検
討
し
た
い
己
過
疎
化
の
中

で
口
っ
て
も
ら
え
な
い
民
地
を
ど
う

す
る
か
で
あ
る
。

66物
詩
と
し
て
、

地
理
的
条
件
か
ら
飛
行
場
の
建
設
で

あ
る
。
今
後
た
ち
遮
れ
な
い
よ
う
に

サ
ミ
y
ト
の
中
で
検
討
‘
前
進
を
と

• • 

げ
た
い
。

谷
田
織
員
U

今
金
唯

一
の
政
来
に
つ

い
て
、
山
か
で
明
る
い
り
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
‘
米
、
肉
川

午
、
酪
燥
を
三
本
位
に
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
必
要
だ
。
命
の
母
で
あ

る
土
を
肥
す
事
」
と
が
基
本
で
あ
る
。

民
家
負
債
対
策
で
あ
る
が
、
前
億

の
傾
に
な
る
。
他
力
方
願
で
は
な
く

自
立
が
必
要
で
あ
る
。
努
力
し
て
は

，、。
l
L
 

償
還
に
つ
い
て
も
5
1
叩
年
末
世

を
初
年
以
内
と
長
期
資
金
条
件
に
緩

和
し
て
い
る
。
土
づ
く
り
が
大
切
で

村
本
織
員

l
今
金
町
の
た
め
に
と
議

員
に
な
り
今
日
に
至
っ
て

い
る
。

何
度
経
済
成
長
時
代
は
ま
だ
気
楽

で
あ
っ
た
が
今
日
は
厳
し
く
、
冷
害

等
の
川
組
と
キ
u
w』
の
而
が
多
い
時
代

で
あ
る
。
城
門
H
と
し
て
町
民
の
一
制
祉

向
上
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
で
あ
る
。
「
械
円
以
は
何
を
し
て
い

る
の
か
」
の
批
判
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
た
り
な
か
っ
た
も
の
と

悶?っ。町
政
の
基
本
は
、
粂
例
の
制
定
で

あ
る
。
理
事
者
か
ら
の
提
出
が
正
し

い
か
ど
う
か
と
審
議
を
す
る
こ
と
で

あ
る
。
町
民
の
要
望
に
答
え
る
に
は
、

町
政
態
談
合
が
閉
山
附
さ
れ
て
い
る
。

委
品
会
的
所
作
事
項
に
つ
い
て
得
議

し
て
い
る
。

一
併
大
事
な
こ
と
は
、
過
疎
化
の

川
組
で
あ
る
。
ど
う
食
い

止
め
る
か
、

所
得
明
進
を
図
る
か
と
、
私
の
立
場

で
仕
事
を
し
て
き
た
。

国
鉄
の
問
題
、
食
柏
市
務
所
.
内
M

仰
の
地
加
を
凶

っ
て

い
る
。
百
年
の

品
業
体
系
を
も
っ
て
進
め
て
い
る
。

初
州
に
つ
い
て
は
、
幸
せ
が
条
例
、

保
健
婦
の
m
H
H
が
必
袈
で
あ
る
。
現

三
人
を
五
人
位
度
に
し
た
い
。
更
に

は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
図
り
た

iv 
予
算
は
ひ
っ
迫
し
て
い
る
判
と
議

会
が
協
力
し
あ
い
、
努
力
に
は
担
限

の
可
能
性
が
有
し
て
い
る
。

休
む
こ

と
な
く
住
民
の
幸
せ
を
願
う
も
の
で

あ
る
。

笹
森
職
員

1
初
制
に
つ
い
て
言
い
た

い
。
健
康
で
明
る
く
、
住
み
よ
い
ま

業
改
良
普
及
所
の
合
併
問
題
、
営
林

岩
統
廃
合
の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
問

題
は
過
疎
に
直
結
す
る
。

国
鉄
貨
物
駅
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、

農
産
物
の
取
扱
い
が
多
か

っ
た
。
努

力
し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
貨
物
に
こ

だ
わ
る
と
客
車
使
に
も
修
響
す
る
の

説
に
、
や
む
な
く
開
立
し
た
。

食
組
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
出
張

所
と
一首う
格
付
が
あ
っ
た
。
当
初

n

名
が
配
置
、
現
在
げ
名
と
な
る
な
ど

時
代
が
変
っ
て
い
る
。

普
及
所
に
つ
い
て
は
、
北
袷
山
に

合
同
庁
舎
が
建
設
さ
れ
統
合
し
た

い

と
あ
る
。
面
樹
、

出
荷
物
は
今
金
が

多
く
、
働
く
場
所
、
環
境
の
盤
備
が

必
要
と
し
て
新
庁
舎
の
建
設
を
し
て

い
る
。過

疎
化
の
中
で
企
業
誘
致
も
大
企

業
は
無
理
で
あ
る
。
現
在
あ
る
施
設

の
存
ほ
育
成
強
化
を
す
る
こ
と
で

あ
る
。
食
品
工
場
を
改
築
し
、
コ
ロ

ッ
ケ
工
場
「
酒
井
屋
」
の
誘
致
を
し

• • 
宅
老
人
に
は
ヘ
ル
バ
ー
の
派
泣
、
給

食
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
。

今
後
、
社
会
栴
初
協
誠
会
を
中
心

的
に
柄
制
の
役
例
を
川
市
す
べ
き
で
あ

り
、
特
織
の
ご
協
力
を
聞
い
た
い
。

当
分
は
行
政
指
導
形
が
続
く
で
あ
ろ

う
が
、
頼
ら
ず
取
り
組
ん
で
行
く
べ

き
で
あ
る
。
努
力
し
た
い
の
で
ご
指

導
願
い
た
い
。

本
田
議
員
H
道
路
整
備
、
産
業
の
振

興
、
老
人
福
祉
と
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
を
闘
う
な
志
に
は
変
り
な
い
。

私
は
道
路
整
備
を
訴
え
て
き
た
。

理
事
者
は
財
政
の
陣
保
に
苦
労
し
て

地
下
資
源
の
開
発
、
空
港
の
建
設
も
・•••••. 

あ
り
、

ma毛
利
極
の
導
入
に
関
連
す

る
が
、
町
と
農
協
が
連
携
を
も
っ
て

2
1
7
碩
を
導
入
し
て
い
る
。
同
全

体
で
は
5
0
0
頭
、
制
戸
に
な
っ
た
。

将
米
的
に
は
1
5
0
0
1
2
0
0
0

顕
が
必
要
だ
。
1
町
歩
1
顕
が
最
良

だ
。
活
力
あ
る
経
訟
の
徹
底
し
た
土

づ
く
り
で
あ
る
。
良
質
米
の
生
産
で

あ
り
、
昧
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
良

い
も
の
が
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
.

北
部
楠
山
右
岸
か
ん
ば
い
、
用
水

路
の
改
良
、
神
丘
町
畑
地
か
ん
が
い
、

制
ホ
改
良
、
土
地
基
盤
の
整
備
と
所

ち
づ
く
り
に
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

幸
い
に
稲
祉
に
対
す
る
熱
意
か
ら
施

設
に
恵
ま
れ
て
い

る
。
光
の
里
、
盟

舟
図
が
あ
る
。
高
齢
化
現
象
は
本
町

の
み
で
は
な
い
。

印
年
度
に
お
け
る
川
町
前
回
対
策

は
、
児
童
手
当
の
支
給
、
保
育
所
の

開
設
、
乳
幼
児
と
か
具
体
的
な
も
の

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
母
と
干
の
対

策
に
つ
い
て
は
助
成
、
資
金
の
貸
付
、

心
身
陣
容
者
向
助
成
、
対
応
が
な
さ

れ
て
い
る
。
更
に
は
奨
学
資
金
.

低
所
得
者
に
対
す
る
資
金
貸
付
、
在

い
る
。
排
水
榔
の
整
備
は
生
活
に
と

っ
て
必
要
だ
。
町
政
懇
談
合
で
も
印

パ
ー
セ
ン
ト
は
道
路
問
題
で
あ
る
。

今
回
の
災
害
で
住
宅
の
浸
水
、
良

地
の
冠
水
と
、
こ
の
対
策
が
必
裂
だ
。

稲
村
切
に
つ
い
て
課
題
に
な
る
の
は
、

高
齢
化
を
ど
う
す
る
か
で
あ
る
。
図
、

道
町
と
分
担
し
て
行
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
地
域
家
庭
に
お
い
て
も
自

分
の
健
康
管
理
が
大
切
で
あ
る
。
ま

た
取
り
組
み
が
大
切
で
あ
る
。
相
会

教
育
が
必
要
だ
。
社
会
的
に
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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た
。
品
村
で
あ
り
、
地
場
産
業
の
育

成
に
全
力
投
球
を
し
て
い
る
。
皆
さ

ん
の
協
力
が
必
要
だ
。

法
幹
産
業
の
農
業
の
育
成
、
労
働

場
所
の
確
保
が
大
切
で
あ
る
。
長
期

計
画
を
き
め
細
か
く
総
合
的
判
断
が

必
要
だ
.

貿
易
の
自
由
化
の
問
題
も
あ
る
。

経
営
面
積
の
拡
大
、
生
産
の
増
大
、

コ
ス
ト
ア
y
プ
、
販
売
体
制
の
確
立

づ
く
り
が
必
要
だ
。
社
会
は
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
で
あ
る
。
人
づ
く
り

が
大
切
で
あ
る
。
皆
さ
ん
共
々
努
力

し
た
い
。

渡
辺
鰍
員

l
議
員
と
し
て
何
を
や

っ

て
き
た
か
の
説
明
に
は
、
立
法
と
行

政
は
典
質
の
も
の
で
は
屯
く
、
目
的

は
同
じ
で
あ
る
。

町
長
は
執
行
権
を
も
っ
て
い
る
。

一
般
質
問
で
答
う
こ
と
で
あ
る
。
私

は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

や
っ
て
も
ら
う
方
向
づ
け
で
あ
る
。

最
大
の
政
治
課
題
は
、
過
疎
の
脱
却

で
あ
る
。
行
な
う
の
は
大
変
で
あ
る
。

今
‘
今
金
の
経
済
依
存
は
ど
こ
に

し
て
い
る
か
と
言
う
と
‘
土
木
処
設

業
、
職
円
以
た
ち
に
依
存
度
が
日
ぃ
。

内
刷
業
は
低
い
、
炭
産
物
は
落
ち
込
ん

で
い
る
。
労
働
は
土
木
而
が
高
い
。

図
の
公
共
事
業
が
ひ
か
え
め
に
な
っ

て
い
る
。
酒
、
タ
パ
コ
矧
が
財
源
と

な
っ
て
交
付
税
と
し
て
固
か
ら
町
に

配
分
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
地
方
交
付

( 2 ) 

ー

労
働
に
つ
い
て
は
、
職
場
の
拡
大

と
し
て
コ
ロ
ッ
ケ
工
場
、
花
石
町
メ

ノ
ウ
設
備
と
働
く
助
所
の
拡
大
を
し

て
い
る
が
、
営
林
署
の
統
廃
合
の
問

題
が
あ
り
、
存
続
が
必
裂
で
あ
る
。

じ
ん
芥
処
理
施
設
に
つ
い
て
の
諜

題
は
、
有
料
化
で
あ
る
。
料
金
を
取

る
か
ど
う
か
検
討
、
印
年
度
中
に
結

論
が
出
る
の
で
報
告
す
る
。

議
員
と
し
て
の
鞍
務
責
任
を
ま
っ

と
う
し
て
行
き
た
い
。

海
外
派
遣
を
受
け
6
ヵ
国
を
あ
る

い
て
き
た
が
、
日
本
の
伝
統
的
見
直

し
な
ど
勉
強
に
な
る
こ
と
が
多
か

っ

た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
機
会
を
凡
て

報
告
し
た
い
。

徳
回
線
員
H
日
本
は
、
世
界
Z
伐
の

経
済
大
国
と
な

っ
た
。
そ
れ
は
、
日

本
人
が
勤
勉
で
働
き
者
で
あ
り
、
教

育
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。

経
済
大
固
と
し
て
世
界
的
に
発
展

.
し
て
き
た
が
国
の
財
政
は
と
言
、
っ
と

赤
字
で
あ
る
。
こ
の
財
政
再
建
が
大

き
な
政
治
課
題
で
あ
る
。
再
建
方
法

と
し
て
歳
出
を
切
り
つ
め
る
こ
と
で

あ
り
‘
行
政
改
革
の
必
婆
性
が
強
調
、

相
税
な
き
財
政
再
建
で
あ
る
。
そ
の

し
わ
寄
せ
が
地
方
自
治
体
に
き
て
い

る。
財
政
事
怖
が
厳
し
い
か
ら
と
言
っ

て
も
地
方
自
治
体
は
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
休
む
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
地
域

の
過
疎
化
が
進
む
中
で
増
々
高
献
化

( 3 ) 



社
会
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た

中
で
、
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
い
る

住
民
ニ

l
ズ
に
答
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
か
が
幻
世
紀
に
む
け
て
行
政

に
携
わ
る
者
の
使
命
で
あ
る
。

一
村

一
品
に

つ
い
て
も

一
夜
づ
け

で
は
出
来
な
い
。
別
問
的
に
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
は
、

「
よ
り
活
力
あ
る
」
地

岐
に
根
ざ
し
た
も
の
が
必
要
だ
。
創

立
工
夫
、
地
域
ら
し
さ
、
魅
力
で
あ

'
Q

。我
が
町
を
ど
う
す
る
か
、
私
は
、

ロ
ー
カ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
利
用

だ
と
考
え
る
。

地
熱
や
凱
水
利
用
で

あ
る
。
日
本
は
火
の
固
と
言
わ
れ
る

火
山
国
で
あ
り
.
自
然
エ
不
ル
ギ
ー

の
大
国
で
あ
る
。
今
、
英
利
河
地
区

に
お
い
て
地
下
資
源
開
査
所
が
屯
気

保
査
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

美
利
河
は
学
術
的
に
有
削
正
視
さ
れ

て
い
る
。
一
品
温
岩
体
よ
り
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
抽
出
、
こ
れ
に
ホ
が
あ
る
と

温
泉
と
し
て
利
用
で
き
る
@
ま
た
、

発
屯
や
食
品
工
業
、
農
林
業
、
池
山
用
、

レ
ジ
ャ
ー
等
の
胞
政
利
用
が
で
き
る
。

新
し
い
町
づ
く
り
に
な
る
。

現
社
会
制
度
の
中
で
、
新
紡
報
の

提
供
い
か
ん
に
よ
っ
て
民
間
活
力
の

活
用
が
図
ら
れ
る
。
こ
れ
が
ニ
ュ
ー

メ
デ
ア
の
時
代
で
あ
り
、
新
祉
会
シ

ス
テ
ム
に
対
処
で
き
る
人
材
を
育
て

る
の
が
行
政
に
似
せ
ら
れ
た
使
命
で

あ
る
。

田
中
識
員
H
皆
さ
ん
の
た
め
に
な
れ

る
よ
う
な
、
頼
ら
れ
る
よ
う
な
議
員

を
目
指
し
て
い
る
。

私

一
人
の
議
会
で
は
な
い
。
同
年

度
の
相
官
盟
事
項
に
民
菜
、
道
路
、
旧
制

初
な
ど
、
皆
さ
ん
の
期
待
に
そ
う
よ

う
努
力
中
で
あ
る
。
今
年
の
台
風
日

号
に
よ
る
集
中
豪
雨
被
害
に
つ
い
て

2
日
間
に
わ
た
り
調
査
、
理
事
者
に

お
願
い
し
た
。

私
の
抱
負
は
、
人
口
過
疎
で
あ
る
。

本
川
に
は
地
場
産
業
の
育
成
.
企
業

の
促
進
で
あ
る
。
我
が
町
的
活
性
化

を
強
制
し
て
い
る
。
主
張
は
、

本
町

特
有
の
「
い
も
焼
酎
‘
つ
け
物
」
等

で
炭
産
物
の
付
価
価
値
を
た
か
め
る

こ
と
を
訴
え
て
き
た
。

別
也
事
者
は
、
別
査
し
軌
道
に
の
せ

た
い
と
ヨ
っ
て
い
る
。
話
題
に
な
っ

て
い
る
コ
ロ
ッ
ケ
工
場
も
創
業
し
て

い
る
。
働
く
場
所
と
し
て
成
功
で
き

る
こ
と
を
祈
る
。
総
合
公
闘
が
計
画

さ
れ
て
い
る
が
早
期
実
現
を
望
む
・
も

の
で
あ
る
。

荒
井
織
員

1
本
町
の
基
幹
産
業
は
州
刷

業
で
あ
る
。
品
業
の
発
展
な
く
し
て

今
金
町
内
発
展
は
な
い
。

施
策
に
つ
い
て
考
、
ぇ
、
理
事
者
に

質
問
努
力
し
て
き
た
。
今
回
の
報
告

会
に
つ
い
て
、
私
は
、
一
般
質
問
の

中
か
ら
報
告
す
る
。
仮
興
施
策
と
し

て
経
済
安
定
の
た
め
、
段
地
の
拡
大
、

京
都
附
発
、
経
常
規
桜
約
拡
大
、
地

力
の
培
獲
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

土
づ
く
り
に
全
力
を
投
じ
る
こ
と

が
必
要
だ
。
牧
草
栽
培
、
地
力
増
進

を
図
る
こ
と
、
本
町
民
業
的
転
作
の

安
定
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
線
合
経

常
を
中
心
と
し
た
作
物
内
安
定
対
策

が
大
切
で
あ
る
。
野
菜
、
集
団
経
償
、

土
づ
く
り
、
畑
地
づ
く
り
に
は
桜
合

経
営
が
必
要
だ
。

神
丘
苗
畑
の
有
効
利
用
で
あ
る
が

将
米
的
に
は
北
部
補
山
の
試
験
剛
場

と
し
て
、
こ
の
誕
裂
に
努
力
し
た
い
。

企
業
誘
活
に
は
防
相
極
的
に
進
め
て

行
く
。
現
状
に
あ
っ
た
進
め
方
が
大

切
で
あ
り
、
民
間
活
用
が
町
の
発
展

諜
越
で
あ
る
。

瀬
棚
的
酬
の
山
町
止
の
問
題
も
あ
る
。

過
臥
対
策
が
必
要
、
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
町
発
展
に
必
要
な
の

は
、
農
業
、
商
業
と
全
般
的
な
も
の

で
あ
り
、
後
継
者
の
問
題
で
あ
る
。

判
り
ょ
が
問
題
、
重
要
で
あ
る
。
私

も
努
力
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
の

今
金
町
の
発
展
、
繁
栄
の
た
め
に
は
、

夜
に

一
服
努
力
し
た
い
。

人
口
川
組
、
花
嫁
の
問
題

一
本
に

11月13:、雇用保険の不正受給

防比月間です。

北海道労働部雇用保険課
公共職業安定所
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口
直
函
軍
司
直
困
耳
目
E
E

回
口

回
世
園
囚
E
E
Z
困

E
F自
画
函

日
本
は
、
山
科
的
に
経
済
大
同
と

一一同
わ
れ
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。

そ
の
影
に
は
、

相
会
構
造
が
変
化
し
、

過
官
、
過
疎
化
、
食
縦
の
海
外
依
存
、

股
地
、
森
林
の
荒
廃
、
公
寸
一
u

と
さ
ま

ざ
ま
な
間
組
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
引
世
紀
に

向
け
て
の
国
づ
く
り
、
見
直
し
と
し

引
世
紀
の
農
業

て
内
同
業
の
も
つ
役
制
は
大
き
く
、
こ

の
主
旨
を
固
氏
、
道
民
、
町
民
に
訴

え
て
行
く
こ
と
の
決
議
を
、
全
国
農

業
会
議
所
、
北
海
道
民
業
会
械
が
、

町
内
祉
業
委
員
会
で
は
、

9
月
お
日
総

会
を
州
航

L
、
こ
の
決
議
を
し
ま
し

た。
決
磁
の
具
体
的
内
容
は

田
口
か
な
回
づ
く
り
、
北
海
道
づ

く
り
、
郷
土
づ
く
り
を
目
指
し
た
地

域
産
業
の
均
衡
あ
る
発
展
、
産
業
の

振
興
と
民
家
の
活
性
化
、
更
に
は
、

都
市
と
股
村
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
社
会
構
造
の
配
球
、
ま
た
、
内
需

要
の
拡
大
を
目
指
し
た
経
済
、
国
土

資
源
的
有
効
利
用
を
図
る
べ
き
で
あ

る。図

安

心
で
き
る
食
組
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
世
界
規
紋
で
の
食
松
危
機

を
克
服
、
国
内
の
食
続
的
硝
保
で
あ

り
、
先
進
国
の
中
で
、
日
本
は
、
最

低
の
食
総
自
給
率
で
あ
る
。
輸
入
に

た
よ
ら
ず
国
民
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
生
産
体
制
の
確
立
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
優
良
農
用
地

的
確
保
と
有
効
利
用
の
推
進
、
民
業

後
継
者
、
自
立
経
岱
農
家
を
育
成
す

る
農
業
梢
巡
の
改
策
、

一
周
の
相
進

• le 

で
あ
る
。

回

新
し
い
貿
易
秩
序
の
形
成
と
し

て
、
終
業
等
を
は
じ
め
に
国
的
基
礎

産
業
を
発
展
さ
せ
る
に
は
、
対
外
経

済
摩
撚
の
緩
和
、
秩
序
あ
る
貿
体
制

づ
く
り
、
時
外
国
と
の
閃
和
あ
る
内
同

業
発
展
で
あ
る
.

囚

川刷
業
は
、
食
脱
の
供
給
の
み
な

ら
ず
、
国
土
保
全
、
自
然
環
境
、
盟

か
な
人
間
形
成
と
多
様
な
役
割
を
持

っ
て
い
る
こ
と
の
再
認
識
、
国
民
、

道
民
、
町
民
の
緑
あ
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
目
指
し
て
農
業
の
活
組
化
を

し
て
努
力
し
た
い
。
明
る
く
些
か
な

ま
ち
づ
く
り
に
努
力
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
概
要
で
あ
り
ま
す

が、

8
人
の
議
長
か
ら
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

終
り
に
、
大
合
連
合
部
落
町
内
会

長
か
ら
「
厳
し
い
財
政
状
況
の
お
り

か
ら
議
員
の
其
倒
が
問
わ
れ
る
時
期

で
あ
る
。
報
告
に
は
、
先
き
明
る
い

思
い
が
す
る
。
よ
り
良
い
明
る
い
町

づ
く
り
に
私
共
々
努
力
し
た
い
U

と
あ
い
さ
つ
、
級
品
は
、
傍
聴
者
か

ら
の
大
拍
手
を
受
け
て
退
場
い
た
し

ま
し
た
。

(4) 

進
め
る
。

以
上
の
四
項
目
で
す
。

委
員
会
は
、
「
こ
う
し
た
主
旨
を

皆
さ
ん
に
再
度
認
識
、
理
解
し
て
ほ

し
い
U

と
し
て
お
り
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
利
用
し
て
、
こ
の
訴
え

を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
.

現
在
、
こ
の
運
動
と
し
て
、
町
を

始
め
農
協
や
改
良
区、

婦
人
団
体
‘

商
工
会
等
に
呼
び
か
け
を
し
て
い
る

も
の
で
す
。
特
に
、
町
内
各
位
の
理

解
を
し
て
ほ
し

い
と
話
し
て
お
り
ま

し
た
。

わ
だ
り
協
力
さ
れ
疋
こ
と
に
苅
し
、

叩
月
叩
巴
「
統
計
の
巴
」
巳
こ
の

侵
与
ガ
さ
れ
ま
し
だ
。

こ
の
伝
達
ガ
問問
廿肺
水
産
省
函
館

統
計
情
報
事
務
所
北
檀
山
支
所
に

お
い
て
お
こ
な
わ
れ
き
し
た
。

農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状

今
金
町
字
神
丘

古
川
利
昭
さ
ん

56 

こ
の
表
彰
は
、
良
綜
水
産
省
で

実
施
し
て
い
る
、
牛
乳
生
産
費
謂

査
記
帳
農
家
と
し
て
5
力
年
間
に

家
庭
は
非
行
の

H

防
波
堤
H

家
庭
は
、
子
供
の
人
格
形
成
に
と
っ
て
最

も
基
本
的
な
役
割
を
果
た
す
場
で
す
。
子
供

ガ
自
主
牲
と
存
在
感
を
持
ち
、
愛
情
、
公
共

山
、
貫
任
感
な
ど
を
庖
え
る
よ
う
、
親
子
の

触
れ
合
い
や
対
耳
目
を
ゆ
ガ
け
ま
し
ょ
う
。

( 5 ) 
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集志有

。命令

生
ま
れ
て
す
ぐ
赤
ち
ゃ
ん
に
話

し
か
け
て
や
る
、
は
じ
め
の
こ
と

ば
は
母
乳
と
同
じ
よ
う
な
は
た
ら

き
を
し
ま
す
。
そ
れ
で
、
私
は
こ

れ
を
母
礼
穏
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
こ
れ
だ
け
で
は
い

け
ま
せ
ん
。
こ
と
ば
で
も
や
は
り

雌
礼
し
ま
す
。
離
乳
し
た
こ
と
ば

に
離
礼
穏
と
い
う
名
を
つ
け
ま
し

た。
本
当
の
離
乳
と
違
う
と
こ
ろ
が

一
一
つ
あ
り
ま
す
@
ひ
と
つ
は
こ
と

ば
の
離
乳
は
三
歳
か
ら
三
歳
半
に

な
っ
て
始
め
る
こ
と
。
も
う
ひ
と

つ
は
、
離
乳
し
た
あ
と
も
、
日
常

生
活
で
は
い
ぜ
ん
と
し
て
母
乳
誇

が
中
心
だ
と
い
う
点
で
す
。

母
礼
梧
は
、
オ
カ
ア
サ
ン
、
オ

ッ
パ
イ
‘
オ
ト
ウ
サ
ン
‘
ワ
ン
ワ

ン
な
ど
具
体
的
な
こ
と
ば
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
離
乳
岡
山
は
、
目
に

兄
え
な
い
、
さ
わ
る
こ
と
も
で
き

な
い
も
の
ご
と
を
指
す
抽
説
的
な

道
南
沿
線
最
後
の
お
祭
り
が
‘

9

月
m
l
幻
自
と
附
天
に
恵
ま
れ
た
中

で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

国
道
沿
に
は
露
底
が
軒
を
並
べ
、

家
肱
づ
れ
や
子
供
た
ち
で
祭
り

一
色

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

例
年
く
り
出
さ
れ
て
い
る
花
山
車

は
、
町
内
会
で
問
題
が
生
じ
、
今
年

は
中
止
の
決
定
が
さ
れ
、
そ
れ
は
大

変
と
有
志
た
ち
が
同
志
を
集
い
、
今

金
問
の
伝
統
を
司
ろ
う
と
役
場
職
n
H

を
始
め
と
し
て
、
山
岨
設
協
会
、
商
工

m
H
年
部
、
山
村
別H
年
部
の
人
遥
2
2

0
人
が
参
加
、
川
目
的
か
ら
述
日
連

夜
、
花
山
車
っ
く
り
に
と
り
か
か
り

完
成
し
ま
し
た
。

本
祭
り
で
は
、
大
鼓
即
入
、
踊
子

初
入
、
綱
を
引
く
人
等
を
含
め
る
と

• • 
-Yか
内
ノ

お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授

附

属

幼

稚

園

園

長

外
山

滋
比
古

こ
と
は
で
す
。

つ
ま
り
、
人
聞
の
こ
と
は
に
は
ふ

た
色
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

な
の
に
い
つ
ま
で
も
こ
と
ば
の
雌
乳

を
し
な
い
で
平
気
な
お
母
さ
ん
が
す

く
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
と
ば
の
離
乳

で
は
ど
う
し
て
、
こ
と
ば
の
離
乳

を
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
ご
ぞ
ん
じ
で

し
ょ
う
か
。

オ
ト
ギ
話
を
し
て
や
る
の
で
す
。

と
い
っ
て
、
ま
っ
ぴ
る
ま
か
ら
、

ム
カ
シ
ム
カ
シ
と
や
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
金
の
こ
ど
も
は
活
動
的
で
話

な
ど
き
こ
う
と
し
な
い
も
の
で
す
。

お
と
な
し
く
き
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
病
気
で
す
。

む
り
や
り
き
か
せ
よ
う
と
す
る
と
、

こ
ど
も
は
、

w
な
ぜ
う
ち
で
口

っ
て

く
る
モ
モ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
う
ま
れ
な

い
の
。
な
ど
と
い

っ
て
母
親
を
困
ら

「実 η」を祝う燃 λ に燃えた秋まつ円

せ
ま
す
。

夜
‘
眠
る
前
に
慨
し
ま
す
。
こ

ど
も
の
目
は
も
う
ふ
さ
が
っ
て
、

口
も
き
け
な
い
く
ら
い
で
す
。
主

か
う
つ
つ
か
は
っ
き
り
し
な
い
状

態
で
、
ム
カ
シ
ム
カ
シ
ア
ル
ト
コ

ロ
ニ
と
や
り
ま
す
。

モ
モ
タ
ロ
ウ
の
話
な
ら
す
く
な

く
と
も
二
十
日
く
ら
い
つ
づ
け
ま

す
。
こ
れ
を
二
年
か
ら
三
年
継
続

し
て
は
じ
め
て
、
こ
と
ば
の
離
乳

が
で
き
る
の
で
す
。

昔
は
ど
こ
で
も
し
て
い
た
こ
と

で
す
。
年
寄
り
が
い
な
い
絞
家
族

で
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

2
0
0
人
を
越
え
る
人
述
、
簡
や
太

鼓
、
問
り
と
街
の
す
み
ず
み
ま
で
練

り
歩
く
な
ど
、
街
い
っ
ぱ
い
の
秋
ま

つ
り
。
夜
、
終
需
を
迎
え
、
昭
和
町

商
庖
街
に
お
い
て
、
商
工
宵
年
部
が

繰
り
だ
す
「
m
H
栄
山
」
と
有
志
会
が

繰
り
だ
す
「
盟
舟
山
」
と
の
太
鼓
合

戦
が
壮
烈
に
展
開
、
汗
と
ぴ
交
し
、

戸
ふ
り
し
ぼ
っ
て
の
け
ん
か
太
鼓
の

パ
チ
音
が
時
を
忘
れ
る
ほ
ど
に
響
き
、

6

然
り
ば
か
が
大
集
合
、
燃
え
に
燃
え

て
、
拍
手
ハ
ク
シ
ュ
と
最
後
を
飾
っ

て
い
ま
し
た
。

収
支
に
つ
い
て
も
当
初
計
画
し
た

1
2
0
0
千
円
を
上
回
る
1
5
8
6

千
円
と
町
内
各
位
の
ご
協
力
を
待
て

赤
字
に
な
る
こ
と
な
く
無
事
済
ん
だ

こ
と
を
発
起
人
、
参
同
者

一
同
喜
ん

で
お
り
ま
し
た
。

自 「
街
角
の
話
題
」

鳥

飛

来

白
鳥
の
家
族
と
思
わ
れ
る
五
羽

ガ
後
志
利
回
四
川
、
今
金
橋
三

0
0

メ
ト
ル
よ
涜
に
羽
根
を
休
め
て

い
る
も
の
で
す
。

叩
月
引
巴
町
内
の
万
力
ら
連
絡

を
受
け
、
駆
け
つ
け
て
み
ま
し
だ
。

人
怠
つ
こ
く
、
近
〈
に
寄
っ
て
も

逃
げ
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
だ
だ
、

突
然
の
珍
客
に
力
ラ
ス
の
甚
九
郎

恋しい季節です暖かさカま • • 火の取り扱いには十分注意を

君
は
お
ど
お
ど
、
回
り
を
飛
び
ま

わ
り
落
ち
つ
か
ぬ
様
子
で
し
定
。

白
鳥
を
国
語
辞
典
で
見
る
と
、

ガ
ン
オ
ウ
科
の
大
形
で
、
全
身
白

色
。
こ
う
。
ス
ワ
ン
。
ー
ざ
〔
|

座
〕
銀
河
中
の
星
座
の
一
つ
。
星

の
な
ら
び
ガ
白
鳥
の
飛
ぶ
姿
に
似

て
い
る
か
ら
と
い
う
。
〔
説
話
〕

白
鳥
ガ
お
と
め
の
姿
と
な
っ
て
現

わ
れ
、
鳥
と
な
っ
て
飛
び
去
る
と

い
う
伝
説
。
「
羽
衣
L

も
、
こ
の

伝
説
の
一
つ
。
と
あ
り
ま
す
。

シ
ベ
リ
戸
の
、
あ
ま
り
に
も
厳

し
い
寒
気
巳
耐
え
か
ね
て
、
き
芝

の
で
し
ょ
う
。
白
鳥
に
と
っ
て
の

住
み
と
こ
ち
は
ど
う
か
わ
か
り
ま

せ
ん
ガ
、
温
か
く
見
ま
も
っ
て
よ

げ
芝
い
も
の
で
す
。

寝だばこやだばこの投げ主主てをしない

子供|こは、マッチやライターで遊ばせ広い

風の強いときは、だき火をしない

天ぷらを揚げるときは、 その場を離れない

家のさまわりに燃えやすいものを置かない

ふろの空だきをし芯い

ストーブには、燃えやすいものを近づけ怠い

7つのポイント〉〈火の用心

1 

2 

4 

ア

3 

5 

6 

11 月 26日~12月 2 日・-秋季全国火災予防運動

(7) 



検診を受けて
健康で明るい家庭づくり1 1月みん亀

(8 ) 

ヰi 目 出ていただく方 実施する日 時 nn 対島地区 実施全地i 品? 元信J 

受付時1m
検尿、血液検査、子診

① 妊掛相談 妊婦の方 5日ω 全 Jtll 区 町民センター 体重測定、診紫、保健
12:45-14:00 

栄聾指導歯科指導

3 唖 混合 5日ω 13:00- 下地区幼児 匡If!M両院

② (ジフテリア) 第 1即l完了の幼児 6日付。 13:00- 市街地 YJ)Ve 町民センター 出 1期 3回目
破傷風

百日せき 8日幽 13:00- 上地区幼児 程JiI小学校

1歳6ヶ月児健診 生後1.7i.&1.8議児 受付時HH
療医師、栄診聾察指導施、科保健医師指導診

③ 7日甘4 12:30-13:00 全 地 12{ 町民センタ
乳児相談 生後 6.9ヶ月児 9:30-10:00 保健指導

1111旧)

④ 一 般相談 全 。民 25日目) 全 1也 区-15:00 保健指導
18日山) 老人柄祉セノタ

⑤ 無医地区巡回詰僚 神丘・鈴岡地区 12日ω 受付時 mI
神丘 ・鈴岡地区 神丘制祉会1.'((

診療科目 外科
14:00-15:00 料 金 無 料

9:30-10:10 光古 光古昔m各全曲1
10:25-10:55 叩好国 12 舟日11
11 :05-11 :45 稲部・企X ・IH代 南出当 i首位普センター

12日ω 14 :00-14 :30 長利河 芙利;可生活防

14:45-15:15 花石 花石生活改善センター

15:25-15:55 中 盟 中.ffîき地保瞳嗣祉会鮪
16:05-16:35 住吉 住吉生活改善セノタ

9:30-10:30 極 JiI 極川生ifi館
10:45-11:35 ，*i盟受盟受・間代 r+î~~受部部会館 血圧測定

13目。ω13:10-14:00 八束 八束初田部落合船
身Hド，11測

14 :05-15:05 f~ 甘l IL!回生活保

⑥ 循環器総診
15:15-15:55 企限・イトHサi 骨量生活改善セノタ

全 住 民 16:05-16:45 八鈴 八鈴集落センター
尿検査

9:30-10:00 日進 日進舟のま
10:15-10:55 白 石 白石 " 

血液検査

11:00-11:50 八車 八車生前館 40歳以上肺ガン検診
14日刷 13:15-13:55 制l丘 イマヌエル却の家

14:10-14:50 " 神丘栢祉会飢

15:00-15:50 鈴 丘 鈴阿部落合館

16:00-16:50 光町盟 光町里学国

1511働
9:10-11:50 

市街地全住民
役場 fiij

13:1O-}4:30 今1I'町民業協同組合

19日ω
9:10-11:40 

" 
今壷町老人福祉セノタ

13:10-16:00 町民セノタ

今金保育所

20日嗣 13:00- 今金幼稚閲 町民センタ
小百合保育所

神丘小・神丘保育所 和"丘小学校

21日同 13:00-
盟出小盟m保育所 112旺l小学校

3歳以上で 金/f，1'J、鈴金保育所 金原小学校

mn所幼稚l副 八束小八束保育所 八束小学校

⑦ インフルエンザ -小学校中学 極川小・中学校 2回目(追加免疫)

校の児童生徒 事由11季節保育所 種川小学校

22日t剖 13:00-
田代季節保育所

中旦'1、.<1'旦保有所 中盟小学校

花石小 ・花石開育所 花石小学校

美利河小 英利河小学校

27日開) 13:00- 今金中 今企中子校

2811附 13:00- 今金小 今金小学校

25日叩 9:00-14:00 
各季節保育所 衛生教育、検診、染めn'，

③ 歯 科 検 診 就学前全幼児
一般幼児

lilT 1.(セノター
-ブラッシング指導、 7

今金市設保育所ー ッソ塗布、保健指再サホ
26日ω 9:00-14:00 

小百合保有国 ライド(むし前進行止め)

⑨ 股脱健診 2ヶ月と25日以上の乳児 28日付d 13:00-14:00 全 t也 区 今金保健所 コ関節X線写真

• • 

総
務
庁
長
官
表
彰

住
一
民
一と

行
一
政
一
と

の
相
一
談
一
役

今
金
町
本
町

糧
事
織
と
広
範
岡
、
カ
ラ
オ
ケ
騒
音

の
問
題
や
交
通
事
故
、
土
地
境
界
、

税
金
、
生
活
保
護
に
至
り
、
国
の
出

先
機
関
、
役
場
窓
口
サ
ー
ビ
ス
、
金

銭
ト
ラ
ブ
ル
と
誠
に
範
囲
が
広
く
、

そ
の
良
き
助
言
者
と
し
て
活
動
し
て

い
る
も
の
で
す
。

均
づ
の

沖
臼
さ
ん
は
、
秋
岡
山
鹿
角
市
生

ま
れ
、
目

i
m年
ま
で
函
館
八
椛
宮

に
務
め
ら
れ
、
幻
年
に
今
金
町
米
町

さ
れ
ま
し
た
。

宮
司
と
し
て
お
年
間
に
わ
た
る
こ

と
か
ら
、
今
年
5
月
、
明
治
神
宮
に

於
て
「
神
村
本
庁
統
思
表
彰
(
功
績

表
彰
)
の
授
賞
、
更
に
今
回
と
、

二

主
の
授
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

津
島

一
良
さ
ん
(
引
)

行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
付
年
に

町
か
ら
推
約
さ
れ
て
以
来
、
今
日
に

至
る
ま
で
の
同
年
間
に
わ
た
り
「
住

民
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
」
と
し
て

努
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
授
賞
式
が
凶
月
M
日
東
京
成

林
年
金
会
館
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ

た
も
の
で
す
。

津
品
さ
ん
は
、

税を知る週間

を
務
め
ら
れ
て
お
り
、
行
政
相
談
員

と
し
て
活
腕
、
巡
回
行
政
相
談
、
住

民
と
の
座
談
会
、
自
宅
相
談
、

一
日

行
政
相
談
、
定
例
行
政
相
談
所
を
開

設
す
る
な
ど
、
更
に
は
、
今
金
保
健

所
管
内
衛
生
団
体
迎
合
会
長
、
町
相

会
招
祉
協
議
会
監
事
、
川
公
平
委
u
H

と
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
も
の
で
す
。

相
談
員
と
し
て
の
相
談
内
容
も
事

今
金
神
拍
の
宮
司

円周11白納税表彰式15:30----

〔八雲商工会館)

11月11日清酒きさ酒会17:30 ........ 

〔八雲商工会溜)

刊同12日晋里講演 18:00-。'I雲商工会館)

11月14日税務研修会14:00 ........ 

〔今壷産業会館〕

11同15日優良宵申者、優良法

人表ll9式、座談会

11 :00-(八雲町民セ

ンヲー〕

八雲税務署か勺

c!悲?云コ

昭和60年度行事予定

「雇用保険」に加入

していますか

• • 
l 日制HJ:l:II I I !U川川川淵l:IilIIlI11川1;[叩日畑山刷I1剛I:I:II!I叩m:I!I'I l iII[IIilIl~lliI Il]四日'1[1町四l 日川町目指I:I:IIII'III:tIIIIIII日川川川1:11:1:IIII:I:I1I[!1捌

111]1l!UUl111[tr.ll i刷lllmuu:mlUUU;U:IiIUIll :m間暗闇 I:[[liU川町 l日;I~町山間日間3訓目[11]:11 ;日畑町日目日間品川叩削:1:11昨日目日山iI剛山間iU;lm 日細川刷1:Il:t1l国間目

道

社

会

貢

献

賞

=
ξ
'
歩

道
社
会
福
祉
協
議
会
長

菖
¢
畠
田
市

福
祉
に
つ
く
し
て

北
海
道
社
全
日
献
批

伊
藤
一
治
さ
ん
(
印

金
原

り
、
栗
山
さ
ん
、
上
回
さ
ん
に

お
か
れ
て
は
凶
年
、

口
年
の
貢

献
か
ら
表
彰
、
栄
誉
あ
る
も
の

で
す
。
町
行
政
に
と
っ
て
も
、

児
童
福
祉
、
社
会
縞
祉
の
良
き

判
断
材
料
と
な
る
。
貢
献
に
感

謝
す
る
。
今
後
に
お
い
て
も
更

に
一
贈
の
ご
京
献
を
お
願
い
す

る
U

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

授
賞
者
を
代
表
し
て
伊
藤
さ

ん
は
、
「
社
会
的
に
な
す
べ
く

こ
と
も
な
く
過
し
て
き
た
。
微

力
で
あ
る
が
、
今
後
も
つ
く
し

て
行
き
た
い
U

と
お
礼
の
言
葉

を
申
し
述
べ
て
い
ま
し
た
。

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
長

栗
山
幸
雄
さ
ん
(
閃
)
東
川

上
田
茂
さ
ん
(
伺
)
蔵
川

の
三
名
が
表
彰
、
こ
の
伝
達
が

9
月
幻
日
消
防
会
議
室
に
於
て

開
催
さ
れ
た
第
6
固
定
例
民
生

委
員
会
協
議
会
的
席
上
に
て
町

長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

伝
達
に
あ
た
り
町
長
は
、
「伊

藤
さ
ん
に
お
か
れ
て
は
、
初
年

以
上
に
わ
た
る
貢
献
表
彰
で
あ

①雇用保陵制度は

i動くみなさんが失業し

たときに必要な給{寸を行

ったり、失業の予防や労

働者の能力向上芯どを目

的とする制度です。

従業員を人でも雇用

している事業所は、必ず

加入し怠ければなりませ

ん。

従業員ガ安I~\して働け

ることは、経営の安定に

もつなガりぎす。

〈お問い合せ〉

詳しくは、

函館公共職業安定所産用

保険適用課

~ 0138-26-0735 

内線421まで

( 9 ) 
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地
場
産
業
の
育
成
、
民
産
物
の
付

価
価
値
を
お
的
、
内
同
家
経
済
の
改
革
u
、

小
宮
本
を
凶
る
こ
と
を
日
的
と
し
て
、

八
ユ
町
「
洞

H
M」
コ
ロ

y
ケ
工
場

を
誘
致
し
よ
う
と
、

4
川
町
“
日
議
会

-
】
収
必

μ
u
e

;
t
l
l
 

町
は
‘
政
産
物
加
工
施
設
整
備
郁

業
補
助
金
と
し
て
、

6
千
万
円
を
計

上
、
設
協
に
補
助
、

m
M
協
は
刑
判
屈

に
委
託
運
用
を
任
せ
る
。
と
言
う
も

ア、
5
0
0

万
円
補
助

の
で
す
。

こ
の
こ
と
に

つ
い
て
議
会
は
、
巡

山
方
法
、
経
山
形
態
な
ど
将
米
を
考

え
刷
出
窓
に
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
ま

ま
で
は
今
金
町
の
前
旬
化
は
凶
れ
な

い
。
な
ど
代
軒
両
論
、
論
議
さ
れ
た

が
、
そ
の
粘
来
、
地
域
振
興
前
性
化

を
と
梢
肋
誘
致
の
決
定
が
さ
れ
ま
し

た。
こ
う
し
た
論
議
の
中
に
は
、

lI似或特産物生産センター|

/かと~'."::，:. t..~" " ト ('.;.1' S:::1:-."〆.，.-....... ¥ 弘夕、ちょ";".:"

・・・石汗修を得て • • • 

• • 
こ
の
施
設
に
つ
い
て
、
8
月
号
で

紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
鉄

筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
家
建
3
9

6
耐
、
銘
石
、
木
工
、
わ
ら
、
竹
細

工
、
加
工
を
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
工
事
が
9
月
に
若
手
さ
れ
、

ロ
月
中
に
は
完
成
す
る
見
込
み
と
な

っ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
町
で
は
、
技

術
者
の
養
成
を
と
、
花
石
地
区
と
も

っ
と
も
所
緑
の
深
い
福
井
県
若
狭
メ

ノ
ウ
組
合
に
技
術
指
導
を
依
頼
、
施

設
利
用
組
合
円以か
ら
選
出
さ
れ
た
、

山
口
義
信
さ
ん
と
篠
木
政
太
郎
さ
ん

の
両
者
が
8
月
か
ら
叩
月
に
か
け
て

尖
回
数
日
日
間
の
研
修
を
待
て
き
た

も
の
で
す
.

メノウ明断・・・飾

技術研修自信作

※ 

9月
操業開始

i酎
井

騒
が
日
年
に

一
時
倒
産
の
実
例
や
今

年
1
月
に
工
場
火
災
前
中
件
が
発
生
す

る
な
ど
で
操
業
を
中
止
し
て
い
た
事

な
ど
が
よ
げ
ら
れ
た
。

6
月
げ
日
誌
に
級
会
を
附仙川
、
活

訓
口
瞳
か
ら
工
場
改
修
と
し
て
、
消
防

法
の
規
制
、

屯
力
施
設
等
の
関
係
か

ら
1
千
5
0
0
万
円
の
上
納
み
、
7

千
5
0
0
万
円
の
追
加
要
求
が
あ

っ

た
。
当
初
か
ら
川
組
化
さ
れ
て
い
た

だ
け
に
、
こ
の
要
求
に
対
し
議
会
は
、

執
行
機
関
の
つ
め
の
白
さ
、
対
応
の

し
か
た
に
問
題
が
あ
る
。
と
指
摘
、

論
戦
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

酒
井
屈
の
操
業
開
始
は
、

当
初

5

月
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
う
し

た
事
怖
か
ら
延
び
の
び
と
な
り
、
7

月
中
の
操
業
兄
込
み
と
変
克
さ
れ
た
。

史
に
、
峨
械
の
滋
入

・
工
事
と
延
則
、

こ
う
し
て
話
題
多
き
施
設
も
9
月
に

オ

プ
ン
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

「
酒
判
屋
」
社
長
の
訴
し
に
よ
り
ま

コロ ッケ、 コンベアーにのって

研
修
結
栄
に
つ

い
て
.
山
口
さ
ん

は
、
「
メ
ノ
ウ
内
切
断
‘
研
胸
、
着

色
、
穴
明
を
学
ん
で
き
た
。
九
だ
と

か
杯
な
ど
多
額
あ
る
が
、
も
っ
と
も

初
歩
的
な
も
の
と
し
て
，
木
の
葉
。

形
の
も
の
を
細
工
し
て
き
た
。
若
狭

の
組
合
で
も
半
年
あ
ま
り
の
経
験
者

で、

杯
づ
く
り
を
し
て
い
る
。
手
先

の
器
用
な
人
な
ら
そ
ん
な
に
か
、
ら

な
い
と
思
う
。

短
い
期
間
で
あ

っ
た
が
何
ん
と
か

な
る
と
、
自
信
を
も

っ
て
帰
っ
て
き

た
。
ま
た
、
組
合
長
か
ら
こ
れ
だ
け

で
き
れ
ば
立
派
な
も
ん
だ
。
と
合
佑

占
川
を
も
ら

っ
て
き
た
。

花
石
メ
ノ
ウ
の
資
源
は
、
サ
ほ
ど

良
質
な
も
の
で
は
な
い
が
ま
だ
ま
だ

地
下
に
推
秘
し
て
い
る
。
若
狭
メ
ノ

ウ
は
原
石
下
足
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
輸
入

で
あ
り
、
花
石
メ
ノ
ウ
と
比
較
す
る

と
花
石
メ
ノ
ウ
の
方
が
良
質
で
あ
る

と
岡
U

う。

実
施
過
程
で
の
問
題
占
は
、
着
色
、

焼
を
入
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
が
チ
ヨ

ッ
ト
今
後
円
部
組
に
な
り
そ
う
だ
。」

と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

若
狭
メ
ノ
ウ
組
合
で
は
、
若
石
の

施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
時
に
は
是
非

き
た
い
。

指
導
の
市宮
前
が
あ
れ
ば
し

た
い
。
と
話
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

町
で
は
、

こ
の
迎
営
に
あ
た
り
、

全
員
を
募
集
し
て
有
効
活
用
を
凶
り

た
い
と
賠
し
て
い
ま
す
。

す
と
、
「
叩
月
末
現
在
の
従
業
者
数
は
、

ぬ
名
、
こ
の
内
日
名
が
今
金
川
の
住

人
が
働
い
て
い
る
.
将
来
的
に
は
お

名
程
度
の
従
業
員
を
も
っ
て
操
業
し

-、

。

t
u
 

生
産
は
、

現
在
1
日
当
り
、
8
万

個

z'm万
個
を
生
産
し
て
い
る
。
金

傾
に
す
る
と
1
0
0
万
1
1
5
0
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。
生
産
資
材
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
地
元
1
0
0
%

仕
入
れ
、

日
印
1
m川
ト
ン
の
資
材
加

工
を
し
て
い
る
。

版
路
は
、
関
東
加
%
道
内
初
%
の

糾
合
と
主

っ
て
い
る
。
今
後
の
凡
通

し
は
、
2
1
3
年
後
に
な
る
が
ジ
ャ

ガ
イ
モ

1
5
0
0
ト
ン
、
カ
ボ
チ

ャ

1
5
0
ト
ン
、
ス
イ
ト
コ

l
ン
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
、
玉
ネ
ギ
ど
各
1
0
0

ト
ン
を
加
工
、
一
見
に
は
ロ

l
ル
キ

ャ

ベ
y
、
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
を
合
め
た
も

の
の
加
工
を
計
画
し
て
い
る
。

コ
ロ

ソ
ケ
に
つ
い
て
は
、
機
械
能

力
か
ら
す
る
と
、
ロ
万
i
日
万
個
の

生
産
が
で
き
る
。
年
問
、
7
1
8
億

円
が
見
込
め
る
。

町
か
ら
補
助
金
も
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
地
元
に
メ
リ
y
ト
の
あ
る
よ

う
努
力
し
た
い
J

と
話
し
て
い
ま
し

た
。な

ん
と
か
こ
の
事
業
が
成
功
し
、

地
場
産
業
の
振
興
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

• 
第
叩
回
槍
山
北
部

ブ

ラ

ッ

ク

ア

ン

ド

腎臓移植を待つ人に愛の登録を
です。 1人の人間の2個の腎臓こより、

2人の患者ガ教われます。死後の腎臓提

供登録にご協力をお願いします。

b問合せ北海道腎臓パン?(1'L螺市中

央区北q条西7T目おおわだピJレ)ヘ

腎臓疾患で、人工透析をしなガら生活

している人は道内で2，500人いるといわ

れています。そのうち約 1，000人の人は

腎臓移植を希望していますガ、腎臓提供

の登録をされている方ガまだ少ない状況

ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ

北
部
優
良
乳
牛
の
展
示

礼
牛
だ
け
の
家
苓
共
進
会
が
9

月
幻
日
今
金
家
苔
市
場
に
お
い
て

開
催
、

今
金
、
北
檎
山
、
若
松
、

瀬
棚
と
、

η
顕
が
出
陳
、
内
奇
金

町
の
出
陳
頭
教
は
お
顕
が
参
加、

三
位
ま
で
の
入
賞
総
数
お
顕
中
、

今
金
町
は
出
頭
が
入
賞
し
た
も
の

で
す
。

こ
の
削
似
目
的
は
、
優
良
乳
牛

の
展
示
を
行
な
う
こ

t
に
よ
っ
て

器
産
技
術
的
向
上
と
普
及
に
努
め
、

防
民
経
常
者
の
安
定
と
相
互
の
親

陸
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

4
農
協
が
主
催
、
持
ち
回
り
で
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

成
絞
結
果
は
、
未
経
産
の
部
の

最
高
位
に
は
、
鈴
金
菊
地

一
普

さ
ん
所
有
牛
(
キ
ク
チ
、
エ
ル
ク

カ
l
、
ク
リ
ス
タ
ン
号
)
が
、
準

最
高
位
に
は
、
鈴
岡
湯
元
智
彦

さ
ん
所
有
牛
(
ベ
ル
ツ
リ
l
、
ロ

ー
レ

ン
ス
‘
シ
l
ル
号
)
が
輝
か

し
い
栄
冠
の
座
を
確
得
し
ま
し
た
。

つ

未経産の部最高位
鈴金菊地一善さん

所有牛

未来を荷

(10) 〕-1
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-φ八束小学校収穫祭⑨一

日
月
四
目
、
学
校
内
祉
問
7
ア
ー
ル

に
企
校
児
誼
刊
人
が
、
芋
、
大
豆
、

小
豆
、
ト
ウ
キ
ミ
‘
カ
ボ
チ
ャ
を
栽

崎
、
こ
れ
は
「
私
た
ち
の
時
間
」
を

利
用
、

子
供
さ
ち
の
体
験
活
動
を
通

し
て
述
榊
怖
感
や
協
捌
性
、
植
物
の
成

育
謀
程
の
勉
強
に
な
る
と
し
て
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
収
穂
祭
に
あ
た
り
、
尾
上
校

長
は
「
自
分
た
ち
で
作
っ
た
ト
ウ
キ

ミ
や
枝
豆
、
カ
ボ
チ
ャ
、
イ
モ
で
、

ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
、
お
し
る
こ
‘

フ
イ，モ、

• • 

第
6
回
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り

「
叩
月
日
日
」
体
育
の
日

健
康
と
体
力
の
保
持
、
自
然
に
腕

し
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
の
行
事

が
「
川
月
叩
日
体
育
の
日
」
を
祭
日

と
定
的
、
教
委
、
社
会
教
育
係
で
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

哨
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
目
、

午
iiij 

ゲ
ー
ト
ポ

l
ル
、
ハ
イ
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ

3
0
8
人
が
参
加
、
健

民
グ
ラ
ン
ド
に
大
集
合
。

9 
時ゲ

ー
ト
ポ

l
ル
チ

l
ム
は
、
小
学

生
を
始
的
、
主
姉
や
老
人
ク
ラ
ブ
の

人
述
1
2
0
人
が
参
加
、
老
い
も
若

き
も
楽
し
み
ま
し
た
.

ハ
イ
キ
ン
グ
チ

l
ム
は
、
小
学
生

や
父
母
1
8
8
人
が
参
加
、
日
進
の

古
山
さ
ん
宅
前
ま
で
パ
ス
に
乗
り
、

そ
こ
か
ら
日
進
牧
場
ま
で
の
日
キ
ロ

を
徒
歩
と
す
る
も
の
で
す
。

第
一
キ
ャ
ン
プ
地
、
日
進
水
道
水

源
地
で
は
、
牛
乳
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ

た
り
、
時
間
を
忘
れ
て
の
魚
つ
り
の

子
供
た
ち
、
お
や
つ
を
食
べ
る
子
供

た
ち
、
キ
ノ
コ
採
り
の
お
母
さ
ん
方

と
様
ざ
ま
で
し
た
。

コ
ー
ス
途
中
に
お
い
て
は
、

ド
ウ
を
採
る
入
、
色
づ
い
た
円
M
色
を

眺
め
歩
〈
人
な
ど
、
牧
場
広
場
を
利

用
し
て
の
昼
食
、
ジ
ン
ギ
ス
に
舌
つ

づ
み
を
打
ち
、
弁
当
や
オ
ヤ
ツ
を
食

べ
る
入
、
草
原
を
駆
け
る
子
供
た
ち

山
プ

カ
ボ
チ
ャ
の
塩
殺
と
、
お
母
さ
ん
述

が
刺
口
千
く
か
ら
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
食
べ
て
祝
い
ま
し
ょ
う
J

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

児
童
か
ら
民
間
活
動
に
つ
い
て
、

枝
豆
班
、
ト
ウ
キ
ミ
班
、
ジ
ャ
庁
イ

モ
班
、
カ
ボ
チ
ャ
班
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
報
告
「
あ
つ
く
て
大
変
だ
っ
た
。

草
と
ト
ウ
キ
ミ
と
を
間
違
っ
て
抜
い

て
し
ま
っ
た
。
イ
モ
掘
り
は
つ
か
れ

た
J
な
ど
の
低
学
年
か
ら
の
発
表
。

「
小
学
校
最
後
の
収
機
、
大
変
だ
っ

た
け
ど
殺
し
か
っ
た
。
中
学
校
に
入

「出活 4首 J

}j a~ちん方自
準備よろしく

北海道電力からのお願い

と
思
い

思
い
‘
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

午
後
2
叫
か
ら
は
利
別
ロ

l
ド
レ

ー
ス
が
俄
さ
れ
、
コ
ー
ス
は
今
金
橋

か
ら
田
代
橋
間
を

一
周
す
る
コ

l
ス、

受通安全街頭啓発

ζ-Li-lj(、|ソ
っ
て
も
こ
う
し
た
事
が
あ
れ
ば
と
良

い
と
思
う
J
と
の
抗
日
半
年
か
ら
の
発

表
が
あ
る
な
ど
、
石
川
正
さ
ん
か

ら
昔
話
し
を
と
「
今
日
は
お
捌
き
あ

り
が
と
う
.
お
爺
ち
ゃ
ん
の
時
代
は

こ
う
し
た
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

お
も
し
ろ
い
と
言
う
こ
と
も
あ
ま
り

な
か
っ
た
。
先
生
の
指
導
で
楽
し
い

こ
と
が
で
き
良
か
っ
た
ね
。
社
会
に

で
た
時
に
も
役
立
て
、
顕
を
み
が
い

て
立
派
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

J
と
の

話
し
ゃ
、
ま
た
、
境
田
P
T
A
会
長

か
ら
「
す
ば
ら
し
い
収
秘
然
お
め
で

と
う
。
皆
ん
な
の
家
庭
で
も
収
穫
祭

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

今
の
学
校
段
闘
は
、
冬
は
ス
キ
!

場
、
夏
場
は
畑
に
と
利
用
し
て
い
る
。

道
路
も
良
く
な
い
所
に
あ
る
。
今
、

お
父
さ
ん
逮
と
相
談
し
て
学
校
の
そ

ば
に
作
ろ
う
と
話
し
て
い
る
。
皆
ん

な
に
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
な
い
で
済

伐木注意

電線の近〈で伐木される

とき'"必ずご連絡下さい.

北海道電力

• 
小
中
学
生
を
始
的
、

郵
便
局
、
商
工
会
、
役
場
の
判
長

チ
l
ム
3
8
2
人
が
参
加
、

3
0
0

人
あ
ま
り
の
鋭
集
か
ら
戸
援
が
お
く

ラ
ン
ナ
ー
ズ
、

日
本
生
命
(
株
)
今
金
支
部
が
叩

月
9
日
国
道
2
3
0
号
線
沿
の
役
場

前
に
於
て
、
日
山
名
が
出
動
し
て
行
き

交
う
専
に
呼
び
か
け
を
し
た
も
の
で

す。
百
台
あ
ま
り
の
車
に
「
ふ
れ
あ
い

か
え
る
」
無
事
故
祈
願
の
ふ
だ
を
配

布
し
交
通
安
全
を
願
っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
「
交
通
安
全
の
な
織
の

お
錨
に
少
し
で
も
役
だ
て
ば
」
と
日

本
生
命
今
金
支
部
が
企
而
、
実
施
し

た
も
の
で
す
。

叩
月
四
日
に
は
、
輸
送
繁
忙
期
で

あ
り
、
事
故
防
止
に
と
事
業
団
体
、

農
協
、
電
電
、
営
林
署
、
開
発
、

岩

橋
組
、
東
ハ
イ
ヤ
ー
の

6
個
体
が
交

通
安
全
指
導
円
以
や
今
金
警
察
署
員
の

年

区

分

発

生

件

数

58 

13 

59 

23 

ハ
υ

n
h
V
 

9
月
現
在
)

5 

む
と
思
う
。
」
と
あ
い
さ
っ
し
て
お
り

ま
し
た
。

収
穫
祭
に
は
、
イ
モ
、
カ
ボ
チ
ャ
、

ト
ウ
キ
ミ
、
枝
豆
を
形
ど
っ
た
「
み

こ
し
」
が
体
育
館
内
を
か
け
声
と
と

も
に
練
り
歩
く
な
ど
、
お
母
さ
ん
逮

に
よ
る
出
底
街
に
は
「
お
し
る
こ
、

イ
モ
、
カ
ボ
チ
ャ
の
塩
煮
、
お
も
し

ろ
く
じ
、
わ
た
あ
的
、
金
魚
す
く
い
、

ヨ
l
ヨ
」
が
陳
列
さ
れ
る
な
ど
、
児

遺
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
お
爺
ち
ゃ
ん
、
お
婆
ち

ゃ
ん
も
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

学
校
は
、
こ
の
行
事
に
つ
い
て
「
同

年
か
ら
実
施
、
参
観
日
を
利
用
し
て

や
っ
て
い
た
。
今
年
は
、
思
考
を
変

え
た
も
の
で
す
。
父
母
ば
か
り
で
主

く
、
祖
父
母
に
も
呼
び
か
け
た
も
の

で
す
J
と
の
こ
と
。
今
日
ば
か
り
は

祭

一
色
の
学
校
内
、
楽
し
い

一
日
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

(12) 

連絡先

送電線の近くで立木の伐

採をする日寺は非常に危険で

に連絡 L、立会を求めて作

すので最寄りの北海道電力

業 Lてください。

(立合は無料)

ら
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て
力
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こ
の
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延
べ
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数
は

6
9
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晴
天
に
恵
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た
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で
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し
て
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協
力
を
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て
、
ヤ
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y
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を
百
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に
配
布
し
、

( 13) 

テ
ィ

交
通

事
故
の
な
い
よ
う
に
と
呼
び
か
け

を
し
た
も
の
で
す
。

今
金
町
の
近
年
に
お
け
る
交
通

事
故
状
況
は
、
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
お
互
に
事
故
の

な
い
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。
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11月の休日当番医

3日 今 金町国保病院 E② 022 1 

4日 北楠山町国保病院 8③ 5 3 2 1 

10日 富田 医院(今金) 官②o3 2 4 

17日 岩間 医院(今金) 合②o0 5 7 

23日 平病院(北格山) E④ 5 0 1 1 

24日 平病院(北袷山) 8④ 5 0 1 1 

11月の主な行事予定 I

2日 北部 4町職員協議会

今金町民センター PM1 :00 
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/
北
海
道
今
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23日 管内パスケ y トボーノレ

スポ-':;少年団大会(総合体育館)

。常設、季節、へき地保育所お遊戯会

11月 8日程111 11月12日八束 11月15日神丘

11月17日鈴金 11月17日今金 11月21日小石

合 11月22日間代 11月26日盟凹

。向上閉所式 11月30日

昭和61年度訓練生の募集

1、募集期間

新規中卒者 ;J{~翌年?{;

新規高卒者 %~1泌

2、訓練科

土木施工管理科、建築科

(18歳以上、高卒者)

左官科(中卒者)

詳しくは江差高等職業訓練

校までfi00395-2 -0160 

|戦没者等の遺族に対する削iJ 1 

弔慰金支給法の一部が変更 | 

1、支給対象者

(1 )昭和6年 9月18日以降戦死又は、戦病死さ

れ定方の遺族で昭和60年 4月 1Bにおいて遺

族年金、公務扶助料などの受給者ガいない遺

族巳ついて総額30万円を10力年|こ分割して支

給されます。

(2)特別弔慰金は、戦没者の配偶者、手、父回、

孫、祖父白、兄姉妹、三親等内の親族のうち

先順位者守人に対して支給されます。

2、受付時期及び照会先

刊月15日受位。詳細は、

町民福祉課福祉係まで

3、説明会の開催

什月刊日午後1時、町民センターに於て、手

続等について説明会ガあります。

-E調理贋謂調且

9 月 末現在

Wi f-J;吋上lニ
人 口 8，549 (+ 8) 

些3 4，132 (+ 3 ) 

主 4，417 (+ 5 ) 

世帯数 2，572 (+ 1 ) 

図 おたんじようおめでとう

乃
'大

や
山相冊
目勝
山愉

あ士

藤

田

国

福

伊

近

坪

10月 2日(俊悦長女)商栄町

10月 3日(富士男長男)大和町

10月 6日(勝彦長男)緑町

10月 9日 ( 勲 長 男 ) 金 原

固いつまでもお Lあわせに

%竹林信幸(日の出阿J)~柳 寛子(南栄町)

'%久ヶ沢正幸(八 束)~波サユミ(金原)

圃おくやみもう Lあげます

渡辺 一輝 9月25日 O歳本町

長崎音次郎 10月 3日 69歳極川

笠間 チヨ 10月 4日 58歳末広町

阿Ji可 きょ 10月 7日 91歳 神 丘

長谷川藤五郎10月13日 79歳 凹 代

中山 源一 10月19日 76歳鈴金

(14) 


